
良
寛
自
撰
詩
集
『
草
堂
詩
集
』
　
の
構
造

は
じ
め
に

良
寛
が
＜
草
堂
集
＞
と
い
う
名
の
自
作
の
漢
詩
集
を
手
元
に
持
っ
て
い
た
こ

と
は
、
夙
に
彼
の
在
世
中
、
文
化
十
年
前
後
に
は
鈴
木
隆
造
・
文
台
ら
一
部
の

知
友
に
知
ら
れ
て
い
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
頃
成
立
し
、
流
布
し
た
二
種

の
良
寛
詩
集
（
草
庵
本
・
鈴
木
本
）
は
、
再
編
集
さ
れ
た
他
投
の
詩
集
で
あ

り
、
良
寛
が
自
ら
編
ん
だ
は
ず
の
詩
柴
そ
の
ま
ま
の
形
を
伝
え
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
い
か
な
る
理
由
に
か
、
良
寛
自
按
の
詩
集
は
世
に
出
る
こ
と
も
な
く
、

忘
れ
去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
現
存
す
る
自
筆
本
『
（
草
堂
集
）
雷
撃
』
あ
る
い
は
『
草
堂
詩
集
』

こ
そ
、
そ
の
自
校
詩
集
の
草
稿
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
は
一
見
し
た
と

こ
ろ
、
甚
だ
ま
と
ま
り
を
欠
き
、
完
結
し
た
詩
集
の
体
裁
を
な
し
て
い
な
い
か

の
如
く
で
あ
る
こ
と
か
ら
か
、
単
な
る
自
作
の
詩
の
手
控
え
と
し
て
扱
わ
れ
、

詩
集
の
構
成
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

下
　
　
田
　
　
祐
　
　
輔

自
筆
稿
本
に
は
、
彩
し
い
字
句
の
推
敲
の
書
き
込
み
に
混
じ
っ
て
、
詩
篇
の

挿
入
や
削
除
を
意
図
し
た
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
に

注
意
し
な
が
ら
各
稿
本
の
関
わ
り
、
所
収
詩
篇
の
排
列
等
に
つ
い
て
『
草
堂
詩
　
一

集
』
天
・
地
巻
を
中
心
と
し
て
検
討
し
た
結
果
、
所
収
詩
筋
の
排
列
は
意
識
的
　
4
1

に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
排
列
は
詩
篇
の
内
容
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
－

（

－

）

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

小
稿
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
良
寛
の
自
撰
詩
集
が
い
か
な
る
構
造
を
な
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
『
草
堂
詩
集
（
天
・
地
）
』
所
収
全
詩
宗
の
排
列

ま
ず
は
、
現
存
自
筆
稿
本
中
最
も
編
集
が
進
ん
だ
形
を
示
し
て
い
る
『
草
堂

詩
集
』
を
中
心
に
、
詩
篇
の
排
列
の
仕
方
に
つ
い
て
、
巻
頭
か
ら
順
を
追
っ
て

検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

『
草
堂
詩
集
』
は
天
地
人
の
三
巻
か
ら
な
る
と
さ
れ
る
が
、
天
地
人
の
巻
名



は
後
世
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
の
稿
本
の
関
係
を
全
く
反
映
し
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
天
巻
と
人
巻
と
は
同
じ
雑
詩
の
集
の
草
稿
で
あ
り
、
人
巻

作
成
、
推
敲
の
の
ち
、
天
巻
が
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
推
敲
が
加
え
ら
れ
た
。
良

寛
自
ら
「
草
堂
詩
集
」
　
（
天
巻
元
表
紙
）
と
題
し
た
自
挟
詩
集
稿
は
、
最
終
的

に
は
い
わ
ゆ
る
天
巻
（
雑
詩
の
部
）
と
地
巻
（
有
題
詩
の
部
）
と
が
組
み
合
わ

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
部
構
成
自
体
は
他
撰
詩
集
で
あ
る
草
庵
本
・
鈴

（2）

木
本
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
天
巻
と
地
巻
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
詩
集

を
『
草
堂
詩
集
（
天
・
地
）
』
と
表
記
し
、
こ
れ
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。

詩
集
内
に
お
け
る
雑
詩
の
部
と
有
題
詩
の
部
と
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、

明
確
で
は
な
い
。
た
だ
、
『
草
堂
詩
集
』
よ
り
早
い
段
階
の
草
稿
で
あ
る
『
（
草

堂
集
）
雷
撃
』
、
ま
た
他
按
の
草
庵
本
・
鈴
木
本
で
も
、
一
貫
し
て
有
題
詩
の
部

を
前
に
、
雑
詩
の
部
を
後
に
配
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
『
草
堂
詩
集
』

に
つ
い
て
も
地
巻
を
先
に
、
天
巻
を
あ
と
に
置
く
べ
き
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
点
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
は
こ
の
順
序
に
従
っ
て
お
く
。

さ
て
、
『
草
堂
詩
集
（
天
・
地
）
』
を
、
巻
頭
か
ら
排
列
に
従
っ
て
読
ん
で
い

く
と
、
数
首
乃
至
十
数
首
ご
と
に
内
容
上
の
ま
と
ま
り
が
読
み
取
れ
る
こ
と
に

気
付
く
。
そ
こ
で
、
以
下
、
そ
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
、
個
々
の
詩
篇
の
内
容
と

排
列
の
な
さ
れ
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（3）

作
品
番
号
は
通
行
の
『
昌
美
』
二
一
〇
・
二
一
三
号
の
も
の
に
依
拠
す
る
。

そ
の
た
め
、
地
巻
の
冒
頭
は
‖
2
か
ら
始
ま
る
点
、
本
論
の
立
場
と
食
い
違
う

が
、
紙
面
の
都
合
上
、
詩
本
文
の
引
用
を
極
力
省
く
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
検

証
の
便
宜
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
墨
美
』
で
は
、
推
敲
の
過
程
で
行
間

に
挿
入
さ
れ
た
詩
篇
の
う
ち
、
全
文
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
本
行
と
同
様

に
通
常
の
通
し
番
号
を
与
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
挿
入
詩
篇
は
作
品

番
号
に
　
（
　
）
を
付
し
て
示
し
た
。
ま
た
、
首
旬
な
ど
、
詩
篇
の
一
部
だ
け
を

記
し
て
挿
入
を
表
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
私
に
（
イ
）
・
（
ロ
）
・
（
ハ
）
…

…
の
通
し
記
号
を
付
し
た
。
削
除
の
墨
線
が
付
さ
れ
た
詩
篇
に
は
×
印
を
付

し
た
。
訓
点
は
全
て
私
に
付
し
た
。

（
一
）
　
有
題
詩
の
部
（
地
巻
）

（∋

×　　　　×

116　日5111113112

「
円
通
寺
」

「
分
街
」

「
伊
勢
道
中
苦
雨
作
二
首
」

〃

「
秋
夜
宿
香
繁
閑
早
倍
檻

眺
」

‖
7
　
「
投
宿
」

「
信
宿
」

「
宿
玉
川
駅
」

「
再
瀞
善
光
寺
」

「
安
永
庚
午
秋
余
将
還
郷
至

厭
川
不
預
寓
居
…
」

×
1
2
2
「
還
郷
作
」

1
2
3
「
暁
」
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＊
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
上
下
二
段
と
し
た
。
以
下
同
じ
。

円
通
寺
（
備
中
玉
島
）
は
、
故
国
越
後
を
後
に
し
た
良
寛
が
、
師
国
仙
の
も

と
で
本
格
的
な
修
行
生
活
に
入
っ
た
、
禅
僧
と
し
て
の
出
発
点
で
あ
る
。
m
「
分

衛
」
は
「
乞
食
行
」
の
意
で
、
古
の
仏
者
の
道
を
我
が
道
と
し
て
修
行
に
励
む

心
を
詠
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
最
終
的
に
は
雑
詩
の
部
に
収
め
ら
れ
、
地
巻
か



ら
削
除
さ
れ
る
。
続
く
H
t
か
ら
m
ま
で
は
全
て
旅
中
吟
で
あ
る
。
良
寛
は
印
可

を
受
け
た
の
ち
、
円
通
寺
を
離
れ
、
諸
国
行
脚
に
数
年
を
過
ご
し
、
帰
郷
し
た

と
さ
れ
て
い
る
。
Ⅲ
は
題
辞
よ
り
帰
郷
途
次
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
闇
・
Ⅲ

は
帰
郷
直
後
の
心
境
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
、
円
通
寺
で
の
修
行
時
代
か
ら
、
諸
国
行

脚
、
帰
郷
と
い
う
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

性
を
有
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
さ
ら
に
襲
付
け
ら
れ
る
。

用
「
絶
句
」

1
4
2
「
行
春
」

1
1
3
「
子
規
」

＼

×　×　×

1461柏】吊

「
芭
薫
夜
雨
作
」

「
秋
夕
」

「
寒
夜
」

×
鵬

×

1

2

6

×

1

2

7

（
ソ
）

「
今
夕
」

「
和
天
草
上
人
歳
末
被
胎

作
」

「
暁
送
左
こ

「
春
夜
与
肱
夢
歩
月
到
田
舎

途
中
作
」

「
藤
氏
別
聖
」

「
左
一
赴
至
咽
然
作
」

×
1
2
9
「
上
巳
日
溝
輪
氏
別
型
有
懐

左
こ

（
ツ
）
「
過
一
行
上
人
故
居
」

×
1
3
0
「
有
二
僧
論
経
優
劣
移
時

因
偶
宥
」

×
1
3
1
・
1
3
2
「
余
持
鉢
到
新
潟
逢
有

願
老
子
説
法
白
衣
合
田
有

侶
二
首
」

×
1
2
3
「
看
花
到
田
面
庵
」

削
「
過
有
願
居
士
放
屁
」

Ⅲ
「
即
事
」

（
1
3
6
）
　
「
左
一
大
丈
夫
」
　
＊

1
2
7
・
1
3
8
「
有
慎
二
首
」

（
m
）
　
「
鵬
斎
憫
鰐
士
」
　
＊

輿
「
莫
投
閑
閑
舎
」

（
ネ
）
「
藤
氏
別
型
」

＊
1
2
6
～
1
3
9
で
「
有
懐
四
首
」
と
な

る
。

1
－
1
～
1
－
6
は
、
題
か
ら
も
分
か
る
如
く
、
季
節
感
の
色
濃
い
作
品
群
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
春
夏
秋
冬
の
順
に
排
列
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
M
以
下
の
三
首
は
如

何
な
る
理
由
に
か
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

1
1
7
・
冊
「
観
音
二
首
」

1
－
9
「
布
袋
」

1
～
0
「
霊
照
女
」

1
5
1
「
渡
唐
天
神
」

×
1
5
2
「
笥
」

（
ナ
）
「
雪
」
（
ラ
）
「
蓮
」

（
ム
）
「
子
規
」
×
（
ウ
）
「
移
居
」

「
托
鉢
」

「
秋
夜
翫
月
」

「
芳
草
歌
」

「
古
意
」

▼
1
～
7
・
1
～
8
「
翫
珠
吟
三
首
」

「
唱
導
詞
」

「
落
髪
」
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1
2
4
か
ら
胴
ま
で
の
詩
篇
は
全
て
、
天
華
上
人
・
左
一
・
有
煩
と
い
っ
た
、
知

友
と
の
交
情
を
詠
ん
だ
も
の
と
い
う
点
で
明
ら
か
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
内

容
の
共
通
性
は
、
こ
れ
ら
の
詩
群
の
間
に
挿
入
の
指
示
が
あ
る
詩
篇
（
（
ソ
）
・

（
ツ
）
・
（
1
2
6
）
・
（
m
）
・
（
ネ
）
）
も
す
べ
て
、
こ
れ
ら
と
全
く
同
じ
内
容
の
共
通

1
1
7
～
1
5
2
の
詩
篇
は
、
み
な
、
題
に
掲
げ
た
人
物
ま
た
は
も
の
に
つ
い
て
の
賛

仰
・
賛
美
の
意
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
l
～
0
と
Ⅲ
は
、
画
賛
で
あ

る
こ
と
が
内
容
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
賛
美
・
賛
仰
の
対
象
は
、
全
て
仏
教
に

（4）

関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
1
～
2
の
余
白
に
書
き
込
ま
れ
た
四
つ
の
題
辞
の
う
ち
、
「
雪
」
「
移
居
」

の
両
詩
は
該
当
作
品
未
詳
で
あ
る
が
、
「
連
」
「
子
規
」
は
い
ず
れ
も
題
に
掲
げ

た
物
に
対
す
る
賛
美
の
意
を
こ
め
た
作
品
で
あ
り
、
「
蓬
」
は
仏
教
に
閑
あ
っ



て
い
る
。
1
～
3
か
ら
周
ま
で
の
詩
篇
も
仏
教
思
想
の
強
い
称
揚
の
意
が
込
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
1
～
4
ほ
、
秋
夜
月
を
賞
翫
し
っ
つ
、
習
渓
・
普
願
・
薬
嘘
と
い
っ
た
禅

者
達
の
月
の
故
事
に
思
い
を
馳
せ
、
し
か
し
そ
れ
は
遠
い
過
去
の
こ
と
、
今
日

彼
ら
の
禅
風
に
接
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
嘆
ず
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に

シ

　

　

　

ノ

　

シ

テ

ヲ

エ

ス

ヲ

結
ぶ
。
「
我
亦
従
来
多
二
古
草
、
此
夕
弄
r
月
一
需
レ
衣
」
。
1
5
5
は
「
芳
草
」
を
摘

ん
で
「
所
思
」
に
胎
り
た
い
が
、
遠
く
山
河
を
隔
て
、
ま
ま
な
ら
ず
、
涙
に
く

れ
る
、
と
い
う
楽
府
調
の
作
品
。
表
現
上
仏
教
色
は
全
く
無
い
が
、
1
5
4
と
モ
チ
ー

フ
の
共
通
要
素
が
あ
る
。
あ
る
い
は
1
～
l
の
意
味
あ
い
が
寓
さ
れ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
（
ヰ
）
に
挿
入
さ
れ
る
「
古
意
」
も
1
～
5
と
同
工
異
曲
の
作
で
あ
り
、

「
古
意
」
と
い
う
題
か
ら
ほ
、
直
前
の
間
と
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

る
各
詩
篇
も
全
く
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
（
ヤ
）
「
偶
作
」
は
、
◎
の
連
作
詩
篇

を
指
す
の
で
は
な
く
、
草
庵
本
並
び
に
鈴
木
本
に
、
同
じ
「
偶
作
」
題
で
連
作

シ

ク

　

　

ノ

ナ

ル

コ

ト

ヲ

ラ

レ

ノ

ニ

カ

タ

ン

ヲ

詩
篇
と
は
別
に
載
せ
る
「
可
玩
世
上
人
心
険
、
不
レ
知
何
処
侠
二
生
嬰
、
夜
夜

ス

コ

ト

ヲ

リ

ナ

H

′

前
村
打
叛
頻
、
盗
賊
排
何
百
有
余
」
の
詩
を
指
す
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

1
6
6
・
1
6
7
「
乞
食
二
首
」

（
テ
）
「
乞
米
」

m
「
騰
略
」
　
　
　
　
　
　
　
＼

1
6
9
「
毯
子
」

1
7
0
「
闘
草
」

自
由
に
満
ち
た
乞
食
僧
の
生
活
、
特
に
托
鉢
の
途
上
で
の
児
童
と
の
遊
戯
を

描
く
。
す
べ
て
絶
句
で
あ
る
。

間
～
間
「
偶
作
七
首
」
　
（
1
7
1
の
後
に
（
ア
）
「
国
上
山
下
走
僧
家
」
）
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1
6
1
・
1
6
2
「
病
中
二
首
」

（
ノ
・
オ
）
「
古
憲
二
首
」

×
1
6
3
「
病
起
」

（
ク
）
「
閲
之
則
卒
」

1
6
4
「
逢
賊
」

▼．ヽ＿．．

（
ヤ
）
「
偶
作
」
　
（
マ
）
「
有
感
」

（
ケ
）
「
空
孟
」
　
×
（
フ
）
「
移
居
」

1
6
5
「
傭
作
」

（
コ
）
「
旧
隠
」
　
（
エ
）
「
空
孟
」

1
6
1
・
1
6
2
は
、
病
の
床
に
臥
し
っ
つ
、
作
者
の
「
知
音
」
即
ち
左
一
、
有
隣
、

大
忍
の
相
次
ぐ
逝
去
を
嘆
じ
て
い
る
。
1
6
3
は
そ
れ
に
続
く
内
容
。
1
m
は
盗
賊
に

入
ら
れ
て
わ
び
し
い
さ
ま
。
1
6
5
は
「
衝
天
ノ
志
気
」
を
抱
い
て
い
た
昔
に
引
き

校
べ
、
貧
寒
と
し
た
今
の
境
遇
を
嘆
じ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
悲
嘆
沈
痛
の

情
、
嘆
息
ま
じ
り
の
述
懐
を
主
な
モ
チ
ー
フ
と
す
る
。
こ
こ
に
挿
入
さ
れ
て
い

「
偶
作
」
は
、
七
言
八
句
の
詩
六
首
（
ア
は
四
句
）
か
ら
な
る
、
良
寛
の
禅

思
想
の
本
領
を
示
す
連
作
詩
篇
で
あ
り
、
稿
本
中
、
最
も
重
量
感
の
あ
る
連
作

詩
篇
で
あ
る
。
到
達
し
た
境
地
か
ら
、
浮
薄
な
人
心
、
仏
教
の
堕
落
を
非
難

し
、
道
を
説
く
が
、
そ
の
言
辞
は
苦
汁
に
満
ち
て
い
る
。

な
お
、
偶
作
七
首
の
次
に
書
か
れ
て
い
る
「
早
秋
作
」
「
題
藤
氏
別
聖
」
「
古

意
」
詩
は
、
全
て
削
除
の
墨
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
後
の
二
首
は

地
巻
の
他
の
位
置
に
挿
入
の
指
示
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
旦
巻
末
に
書
付
け
ら

れ
た
の
ち
、
然
る
べ
き
位
置
に
移
動
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。
「
早
秋
作
」
は
他

の
位
置
へ
の
挿
入
の
指
示
は
な
く
、
集
中
か
ら
削
除
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。
従

っ
て
、
有
題
詩
の
部
の
巻
末
は
こ
の
偶
作
七
首
と
い
う
こ
と
に
な
る
。



（
二
）
　
雑
詩
の
部
（
天
巻
）

雑
詩
の
部
に
於
け
る
詩
篇
の
排
列
は
、
有
題
詩
の
場
合
と
同
様
、
詩
篇
の
内

容
に
関
わ
っ
て
い
る
と
看
取
さ
れ
る
。
「
雑
詩
」
と
総
題
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
詩

篇
は
、
題
に
規
定
さ
れ
ず
、
所
懐
や
思
想
を
述
べ
た
無
題
詩
で
あ
り
、
内
容
は

多
岐
に
亘
る
。
前
後
に
相
接
す
る
詩
篇
と
の
内
容
の
関
連
の
上
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
要
素
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

以
下
、
巻
頭
よ
り
順
を
追
っ
て
検
討
す
る
。

121110　9　8　7

「
青
山
前
与
後
」

「
千
昇
一
草
堂
」

「
寂
寂
春
日
碁
」

「
我
有
柱
杖
子
」

「
人
生
一
百
年
」

「
吾
師
来
東
土
」

＼

181716151413

「
天
気
棺
和
調
」

「
壮
年
榔
筆
硯
」

「
我
自
住
簡
素
」

「
俵
稀
（
藤
）
羅
月
」

「
東
風
吹
時
雨
」

「
一
鉢
千
家
飯
」

1
「
我
有
一
張
琴
」
・
2
「
痛
鼓
三
界
客
」

1
「
我
有
一
張
琴
」
・
2
「
痛
哉
三
界
客
」
は
『
雷
撃
』
の
雑
詩
の
部
、
並

び
に
『
草
堂
詩
集
』
の
人
巻
・
天
巻
と
も
に
巻
頭
に
匿
か
れ
て
い
る
。
巻
頭
詩

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。

1
の
詩
を
は
じ
め
と
し
て
、
良
寛
が
し
ば
し
ば
詩
に
詠
む
「
琴
」
の
音
は
、

自
ら
の
到
達
し
得
た
悟
境
の
寓
意
で
あ
る
。
1
で
は
、
我
が
琴
の
音
は
天
地
に

満
ち
渡
り
、
天
帝
を
右
往
左
往
さ
せ
る
と
い
う
。
自
ら
の
絶
対
的
境
地
に
対
す

る
確
信
、
正
当
性
へ
の
自
負
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
2
は
、
三
界
を
浮
沈
・
流

転
し
て
休
む
こ
と
の
な
い
衆
生
へ
の
痛
切
な
思
い
。
こ
の
両
詩
に
示
さ
れ
た
二

つ
の
テ
ー
マ
が
、
以
後
連
ね
ら
れ
る
詩
篇
の
主
調
を
な
す
か
の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
詩
篇
に
共
通
す
る
の
は
、
「
草
堂
」
即
ち
世
俗
か
ら
隔
絶
し
た
空

間
に
お
け
る
、
孤
独
・
清
貧
の
修
行
生
活
の
有
様
を
描
写
し
っ
つ
、
信
条
や
折

に
ふ
れ
て
の
所
懐
を
詠
じ
た
も
の
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
次
の
如
く
で
あ
る
。

リ

ゼ

シ

ノ

エ

　

　

　

ク

ズ

ヲ

　

ハ

ヒ

テ

ニ

　

レ

　

ハ

メ

テ

ヲ

シ

「
自
㌢
参
魯
渓
遺
】
、
千
客
深
間
レ
門
、
藤
固
l
老
樹
l
枯
、
雲
埋
こ
幽
石
一
寒
、
柱

ハ

チ

　

l

l

　

　

　

　

、

レ

　

ニ

　

ク

ノ

フ

コ

ト

ヲ

杖
朽
こ
夜
雨
一
、
袈
裟
（
裟
）
傑
二
焼
畑
一
、
無
三
人
問
こ
消
息
－
、
年
年
又
年
年
」

（3）

1
1
・
1
2
・
1
3
・
1
4
の
四
首
は
、
い
ず
れ
も
古
え
の
仏
者
へ
の
賛
仰
が
詠
ま

－

　

ノ

セ

シ

ハ

ヲ

　

ナ

リ

七

ン

ノ

　

ヲ

れ
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
「
牟
尼
辞
二
高
安
一
、
為
レ
度
二
役
沈
精
細
（
牟
尼
＝
釈

レ

　

ニ

　

ズ

レ

　

ノ

ニ

迦
）
」
（
1
1
）
、
「
吾
師
来
こ
菓
土
－
、
非
こ
是
中
小
緑
一
（
吾
師
は
こ
の
詩
で
は
達
磨
を

（5）

シ

テ

ー

ノ

ニ

　

　

一

テ

ヲ

ク

　

　

　

　

　

チ

　

ヲ

指
す
）
」
（
1
2
）
、
「
従
こ
事
古
併
跡
】
、
次
第
乞
r
食
行
」
（
1
3
）
、
「
壮
年
抑
こ
筆
硯
細
、

ニ
フ
ー
レ
l
l
l
l
’

餌
慕
二
出
世
人
】
（
出
世
人
＝
悟
り
を
開
い
た
人
）
」
（
1
4
）
と
い
う
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
作
者
の
精
神
的
支
柱
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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（9

3
「
日
参
曹
演
遺
」

4
「
昨
日
出
城
市
」

5
「
負
薪
下
酉
年
」

＼
一
6
「
宅
辺
有
苦
竹
」

1
9
「
陽
春
二
三
月
」

（
2
0
）
「
可
怜
美
少
年
」

2
1
「
尋
思
少
年
日
」

＼
一
×
（
2
2
）
「
活
歌
采
蓬
女
」

こ
の
四
首
は
、
古
楽
府
風
の
華
や
か
な
表
現
を
用
い
た
作
品
で
あ
る
。
天
巻



が
書
か
れ
た
当
初
は
1
9
詩
と
2
1
詩
が
連
続
し
て
書
か
れ
た
が
、
（
2
0
）
詩
と
（
2
2
）

詩
が
そ
の
行
間
に
挿
入
さ
れ
、
右
の
四
首
が
並
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
（
2
2
）
詩
は
、
最
終
的
に
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
り
四
首
の
表
現
上
の
共
通
性

は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
排
列
は
そ
の
点
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
宇
内
有
其
人
」

「
索
索
五
合
庵
」

「
苔
径
花
如
霞
」

「
城
中
乞
食
休
」

「
金
瓶
溝
侠
子
」

「
心
水
何
澄
澄
」

（
イ
）
「
琴
煉
探
撥
灰
」

×
2
9
「
四
大
方
不
安
」

3
0
「
昨
日
之
所
是
」

3
1
「
家
有
猫
与
鼠
」

×
（
P
）
「
富
家
不
忍
費
」

2
4
～
2
6
は
◎
の
詩
篇
群
と
同
様
、
山
鹿
暮
し
の
所
懐
で
あ
る
が
、
塗
抹
・
削

（6）

除
さ
れ
て
い
る
。

2
7
以
降
は
、
主
と
し
て
、
世
人
の
誤
っ
た
考
え
を
指
摘
し
、
正
す
、
と
い
う

内
容
の
詩
篇
が
並
ぶ
。
2
9
は
病
臥
の
惰
然
た
る
心
情
を
吐
露
し
た
詩
で
あ
り
、

イ
）
の
挿
入
も
こ
の
詩
と
の
関
連
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
が
、
2
9
は
集
中
か
ら
削

除
さ
れ
る
。

「
憶
在
円
通
時
」

「
檻
櫻
又
檻
櫻
」

「
終
日
乞
食
稽
」

「
大
哉
解
脱
服
」

「
一
路
高
木
裏
」

「
手
把
兎
角
杖
」

＼＿

×
3
8
「
冥
日
千
時
夕
」

×
3
9
「
閃
上
無
畳
閣
」

（
ハ
）
「
仲
冬
十
一
月
」

4
0
「
刑
瑚
生
南
海
」

4
1
「
三
越
多
佳
毘
」

3
2
は
、
円
通
寺
で
の
懸
命
の
修
行
の
昔
へ
の
回
揮
。
つ
づ
く
3
3
は
寺
を
出
て

リ

タ

ビ

　

デ

シ

　

　

ヲ

　

　

テ

　

ル

　

ノ

　

　

ト

か
ら
の
所
懐
で
あ
る
。
「
自
三
一
出
二
俣
杜
－
、
錯
為
こ
箇
瞭
猷
こ
、
円
通
寺
を
出
て

か
ら
、
自
分
は
誤
っ
て
こ
ん
な
馬
鹿
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
円
通
寺
修
行
時
と
そ
の
後
、
と
い
う
点
で
両
詩
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。

3
4
か
ら
あ
と
は
、
ま
た
、
山
庵
独
住
の
所
接
や
信
念
を
述
べ
た
詩
が
し
ば
ら

く
続
く
。

レ
　
　
　
ノ
　
　
　
バ
シ
テ
　
ヲ
　
　
ニ
プ

4
0
「
刑
瑚
生
南
海
」
は
「
伊
昔
少
壮
時
、
飛
レ
錫
千
里
済
」
と
行
脚
修
行
の

昔
を
回
顕
し
て
い
る
が
、
そ
の
直
前
に
挿
入
さ
れ
た
「
仲
冬
十
一
月
」
詩
も

テ

H

H

′

ト

「
昨
瀞
都
作
レ
夢
」
と
、
同
様
の
回
顧
の
情
を
述
べ
、
両
詩
は
こ
こ
に
接
点
を

有
す
る
。
要
す
る
に
こ
れ
ら
の
詩
群
は
、
寺
院
か
ら
逸
脱
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
自
ら

ニ

キ

プ

ル

ヲ

の
個
性
的
な
生
き
方
に
思
い
を
い
た
す
も
の
で
あ
る
。
封
に
「
腱
焼
二
帯
レ
葉

ヲ

　

ニ

ズ

　

　

ヲ

枝
－
、
静
吟
二
寒
山
詩
l
」
と
あ
り
、
3
6
・
3
7
は
寒
山
詩
の
趣
が
濃
く
感
じ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
背
後
に
は
寒
山
な
ど
の
姿
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

4
1
は
前
後
の
作
品
と
め
ぼ
し
い
関
連
性
が
読
み
取
れ
な
い
。
た
だ
、
4
0
の

ハ

ジ

　

ー

　

　

ハ

リ

　

エ

「
刑
瑚
生
こ
南
海
】
、
紫
芝
有
こ
北
山
こ
と
い
っ
た
明
る
い
色
彩
感
、
4
2
の
「
八

月
涼
気
至
」
と
い
っ
た
季
節
感
が
、
4
1
の
「
南
国
多
佳
諏
巴
（
「
南
国
」
を
「
三

越
」
に
改
め
る
）
以
下
の
表
現
と
響
き
あ
う
こ
と
が
感
じ
ら
れ
も
す
る
。
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4
2
「
八
月
涼
気
至
」

4
3
「
行
行
投
田
舎
」

4
4
「
草
姦
何
嘆
唆
」

4
5
「
富
貴
非
我
願
」

×
（
ニ
）
「
中
秋
三
五
夜
」



こ
の
四
首
は
、
明
ら
か
な
内
容
の
連
続
性
が
読
み
取
れ
る
。
4
2
詩
、
さ
わ
や

か
な
秋
と
な
り
、
心
の
赴
く
に
任
せ
、
山
中
の
草
庵
を
飛
び
出
し
て
い
く
。
4
3

詩
、
行
き
行
き
て
夕
刻
の
田
舎
に
投
宿
し
、
素
朴
な
も
て
な
し
を
う
け
る
。
4
4

詩
、
そ
の
田
舎
の
夜
の
の
び
や
か
な
団
欒
に
感
じ
入
る
。
こ
の
三
首
の
内
容

は
時
間
的
・
空
間
的
に
も
連
続
し
て
い
る
。
4
5
詩
は
前
の
三
首
と
場
面
上
の
つ

ハ
　
ズ
　
が
ニ
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
　
ス
　
タ
セ
パ
　
ヲ
　
　
　
　
レ

な
が
り
は
な
い
が
、
「
富
貴
非
二
親
厩
一
、
神
仙
不
レ
可
レ
期
、
滞
り
腹
志
願
足
、
虚

フ

ル

ニ

ゾ

名
用
何
為
」
と
い
う
、
そ
の
所
懐
の
内
容
は
、
前
三
首
と
一
貫
す
る
も
の
で
あ

り
、
前
三
首
を
総
括
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

（
ホ
）
「
苦
哉
三
界
子
」

4
6
「
我
見
行
脚
僧
」

4
7
「
嗟
見
詩
経
人
」

（
へ
）
「
孤
鶴
摩
九
暫
」

4
8
「
言
語
常
易
出
」

×
4
9
「
我
見
後
生
子
」

＼

0515

×

（

ト

）
25

×

（

5

3

）
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「
群
賢
高
全
日
」

「
余
郷
有
一
女
」

「
富
家
不
忍
費
」

「
伊
青
菜
家
女
」

「
富
家
不
忍
費
」

「
窮
谷
有
佳
人
」

い
恩
か
さ
を
、
「
盛
餌
供
飢
酌
」
の
喩
え
に
よ
っ
て
批
判
す
る
も
の
で
あ
り
、

前
後
の
一
連
の
詩
篇
の
主
題
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

4
7
は
「
本
来
事
」
を
悟
り
得
て
い
な
い
「
読
経
人
」
の
「
雄
弁
」
の
さ
ま
が

批
判
さ
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
「
言
玉
巴
の
問
題
が
前
面
に
出
て
来
る
。
4
8
は

ハ

ニ

ク

シ

　

　

　

ニ

シ

　

ケ

「
言
語
常
易
レ
出
、
理
行
常
易
㌢
贋
」
と
、
実
質
の
伴
わ
な
い
言
葉
の
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
。
4
9
で
は
詩
作
態
度
に
関
し
て
、
5
0
で
は
詩
の
合
評
の
場
面
に

即
し
て
、
同
様
に
中
身
の
伴
わ
な
い
言
葉
の
使
用
に
対
す
る
批
判
を
叙
べ
る
。

5
1
「
余
郷
有
一
女
」
・
5
2
「
伊
昔
東
家
女
」
は
い
ず
れ
も
容
姿
に
恵
ま
れ
た

女
性
の
悲
劇
的
な
末
期
を
寓
話
的
に
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
人
間
に
と
っ
て
本

当
は
何
が
大
切
な
の
か
、
と
い
う
問
い
を
暗
に
投
げ
か
け
て
い
よ
う
。

5
3
も
や
は
り
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
の
二
首
と
は
対
照
的

に
、
己
の
あ
り
方
に
対
す
る
衿
拝
と
自
嘲
と
を
込
め
た
自
画
像
を
寓
意
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

47

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
世
人
に
対
す
る
批
判
、
勧
戒
を
内
容
と
す
る
。
そ
の
意

は
、
4
8
の
直
前
、
つ
ま
り
こ
の
詩
群
の
最
初
に
挿
入
さ
れ
、
総
括
的
な
意
味
あ

い
を
も
つ
「
苦
我
三
界
子
」
詩
に
よ
っ
て
明
確
な
方
向
性
を
与
え
ら
れ
る
。

ノ

　

　

　

　

ー

フ

　

′

（
ホ
）
「
苦
哉
三
界
子
、
早
晩
欧
頭
辰
、
不
レ
知
筒
中
事
、
永
劫
狂
苦
学
」
即
ち
、

世
の
中
の
人
は
「
本
来
の
事
」
を
悟
ら
ぬ
た
め
に
い
つ
ま
で
も
無
駄
に
苦
し
い

思
い
を
す
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
の
詩
は
そ
の
具
体
的
諸
相
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
4
6
の
あ
と
に
挿
入
が
指
示
さ
れ
て
い
る
（
へ
）

「
孤
的
摩
九
打
」
は
、
生
き
物
が
み
な
心
得
て
い
る
本
来
の
あ
り
方
を
解
し
な

「
荏
再
歳
言
署
」

「
清
員
且
独
行
」

「
夢
裏
無
城
市
」

「
落
髪
為
僧
伽
」

「
永
夜
高
堂
上
」

「
自
従
出
家
□
」

「
嗟
俗
之
孤
薄
」

6
0
「
今
年
非
去
年
」

6
1
「
蔚
蔚
天
気
活
」

6
2
「
孟
冬
帥
十
月
」

×
（
ヌ
）
「
仲
冬
十
一
月
」

6
3
「
孤
峯
独
宿
夜
」

6
4
「
天
気
柏
和
調
」

こ
れ
ら
の
詩
篇
は
、
山
庵
独
住
の
所
懐
で
あ
る
が
、
雑
詩
の
部
の
前
半
の
詩

群
に
対
し
て
、
悲
哀
・
寂
蓼
・
悲
憤
と
い
っ
た
感
情
に
満
ち
て
い
る
点
で
趣
を



異
に
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
、
全
体
と
し
て
秋
・
冬
の
色
彩
が
濃
く
、
前
半

の
春
の
色
彩
が
濃
い
作
品
群
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
6
0
詩
か
ら
6
4
詩

ま
で
の
五
首
は
、
所
懐
の
内
容
、
季
節
・
場
面
な
ど
の
点
で
特
に
緊
密
な
連
続

（1）

性
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
前
稿
で
指
摘
し
た
。

×
（
ル
）
「
漬
風
自
蕩
淳
」

6
5
「
古
仏
留
教
法
」

6
6
「
過
去
已
過
去
」

6
7
「
誰
家
不
興
飯
」

ヽ

706968

「
誰
家
不
興
飯
」

「
誰
家
不
輿
飯
」

「
晋
陽
二
月
初
」

こ
れ
ら
の
詩
篇
の
う
ち
、
6
5
・
6
7
・
6
8
・
6
9
の
四
首
に
共
通
し
て
「
自
知
」

の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
自
知
」
は
『
景
徳
伝
燈
録
』
四
、
蒙
山
道
明
章

に
「
今
豪
指
投
入
処
、
如
人
飲
水
、
冷
暖
自
知
」
と
あ
り
、
ま
た
『
無
門
閑
』

第
一
、
長
州
狗
子
に
「
如
暁
子
得
夢
、
只
許
自
知
」
の
語
が
あ
る
。
悟
り
の
境

地
は
、
飲
水
や
冷
暖
や
唾
子
の
見
た
夢
の
よ
う
に
、
自
身
で
体
験
し
獲
得
し
た

者
が
自
ら
知
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
他
人
に
は
説
明
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

ノ

メ

シ

バ

　

ヲ

メ

ナ

リ

メ

ン

ガ

　

ワ

シ

テ

ラ

テ

ク

モ

　

ラ

　

セ

パ

　

　

　

ノ

　

ゾ

　

ス

6
5
「
古
仏
留
教
法
－
、
為
レ
令
こ
人
目
知
一
、
筍
人
目
知
了
、
古
仏
何
所
レ
施
」
と

詠
ま
れ
て
い
る
「
自
知
」
の
語
は
、
そ
う
し
た
悟
り
の
絶
対
境
を
、
（
言
葉
を

介
し
て
分
か
っ
た
つ
も
り
に
な
る
の
で
は
な
く
）
自
ら
が
真
に
体
得
す
る
こ

と
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
そ
の
必
要
性
を
述
べ
た
の
ち
、

レ

パ

　

ヲ

　

　

テ

　

　

　

ズ

レ

パ

ヲ

　

　

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

テ

カ

ニ

セ

ン

「
取
レ
其
其
却
妄
、
了
レ
妄
妄
即
真
、
其
妄
両
名
言
、
取
捨
困
レ
執
存
」
と
、
言

葉
に
拘
る
愚
か
さ
を
批
判
す
る
。
続
く
6
6
で
は
、
6
5
と
同
内
容
の
批
判
を
「
許

ノ

　

　

　

　

　

テ

ラ

ス

多
閑
名
字
、
克
日
強
自
為
」
と
述
べ
、
更
に
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
の
法
を
説
い
て

ガ

カ

ル

セ

ヲ

い
る
。
6
7
～
6
9
の
三
首
の
連
作
で
は
、
「
誰
家
不
レ
喫
レ
飯
、
為
何
（
什
・
甚
）

ル

ラ

ラ

不
二
自
知
一
」
の
如
く
、
同
じ
措
辞
を
操
り
近
し
用
い
、
「
自
知
」
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
説
い
て
い
る
。
7
0
は
、
児
童
と
手
毯
つ
き
に
夢
中
の
「
我
」
に
通
行
人

シ

テ

　

ヘ

　

ニ

が
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
と
問
い
か
け
る
が
　
「
低
頭
不
レ
応
レ
他
」
、

い
ヒ
　
ル
ト
モ
ニ
カ
　
ン
　
七
パ
　
ラ
ン
ト
　
ノ
　
　
ブ
　
　
　
　
た
だ
こ
れ
′
し
れ

そ
し
て
そ
の
心
は
「
遺
得
亦
何
似
、
要
レ
知
こ
箇
中
意
一
、
元
来
舐
這
是
」
だ
、

と
結
ぶ
。
手
毯
つ
き
に
興
ず
る
心
は
こ
の
場
合
、
「
他
人
に
は
語
り
得
ぬ
、
自

ら
知
る
だ
け
」
な
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
は
結
び
の
二
句
に
も
示
唆
さ
れ

る
通
り
、
正
し
く
「
自
知
」
し
た
者
の
境
涯
な
の
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
詩
篇
群
は
、
「
自
知
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑳

「
人
心
各
不
同
」

「
人
心
各
不
同
」

「
第
一
欲
参
他
」

×
（
ヲ
）
「
城
中
乞
食
罷
」

7
4
「
夜
夢
都
是
妄
」

＼
一
7
5
「
道
妄
一
切
妄
」

7
1
・
7
2
・
7
3
は
「
是
・
非
」
、
7
4
・
7
5
は
「
真
・
妄
」
と
い
う
こ
と
ば
の
相

対
性
に
捉
わ
れ
、
道
を
見
失
う
こ
と
の
愚
と
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
る
法
を
叙
べ

る
。

「
終
日
望
姻
村
」

「
生
涯
櫓
立
身
」

「
可
怜
美
少
年
」

「
柳
娘
二
八
歳
」

×
（
ワ
）
「
大
忍
俊
俗
子
」

×
（
カ
）
「
苦
憶
有
願
子
」

×
（
ヨ
）
「
鵬
粛
個
償
□
」

8
0
「
静
夜
草
堂
寅
」

48



÷
8
1
）
「
寒
蛙
探
厩
灰
」
　
＼
一
票
八
月
初
盲
」

7
6
・
7
7
は
乞
食
僧
と
し
て
の
生
活
の
所
懐
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
7
8
「
可

怜
美
少
年
」
・
7
9
「
柳
娘
二
八
歳
」
の
二
首
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
先
の
⑳
の
詩

篇
群
と
同
様
、
古
楽
府
的
な
作
品
で
あ
り
、
直
前
・
直
後
の
詩
と
の
内
容
上
の

関
連
性
が
見
出
し
難
い
。
ち
な
み
に
7
8
は
⑳
の
箇
所
に
移
動
・
挿
入
さ
れ
（
2
1
）
、

7
9
は
集
中
よ
り
削
除
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
そ
の
後
に
続
く
8
0
・
8
2
と
の

連
続
性
が
前
面
に
出
て
来
て
い
る
。
（
8
0
・
8
2
の
問
に
（
8
1
）
「
寒
煉
探
撞
灰
」

が
一
且
挿
入
さ
れ
た
の
ち
、
別
の
箇
所
に
移
動
さ
れ
て
い
る
。
）
7
6
・
7
7
・
8
0
・

8
2
の
四
首
と
も
生
活
の
所
懐
で
あ
り
、
時
間
、
場
面
の
推
移
（
夕
1
夜
1
朝
／

姻
村
1
草
庵
裡
1
市
厘
）
　
の
点
に
於
い
て
も
、
連
続
性
が
存
す
る
。

ノ

　

　

　

　

　

　

ノ

ペ
る
。
そ
し
て
、
8
8
「
末
日
無
字
経
、
終
夜
不
修
稗
」
、
8
9
「
仏
説
十
二
部
、

ノ

　

　

　

　

テ

ス

ト

部
部
皆
淳
其
」
、
9
0
「
十
方
仏
土
中
、
一
乗
以
為
レ
則
」
と
、
真
に
拠
る
べ
き
も

の
と
は
何
か
が
示
唆
さ
れ
る
。
更
に
、
9
0
で
「
一
乗
ノ
法
」
を
、
『
法
華
経
』

五
百
弟
子
受
記
品
に
拠
る
「
表
内
珠
」
に
喩
え
、
続
く
9
1
・
9
2
で
も
「
一
顧
珠

」
　
「
衣
内
宝
」
と
同
じ
題
材
を
扱
っ
た
詩
が
連
続
し
て
い
る
。
9
3
は
経
典
が
行

き
渡
っ
た
中
国
に
達
磨
が
や
っ
て
き
た
意
義
を
、
「
提
示
仏
心
印
、
直
下
令
人

了
」
と
す
る
が
、
こ
の
「
仏
心
印
」
は
「
表
内
珠
」
と
更
な
る
で
あ
ろ
う
。
要

す
る
に
こ
れ
ら
は
、
本
当
に
拠
る
べ
き
も
の
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
説
い
た

詩
篇
群
で
あ
る
と
い
え
る
。

8
3
「
人
生
浮
世
問
」

8
4
「
文
殊
乗
獅
子
」

8
5
「
仏
是
自
心
作
」

8
6
「
我
曽
学
詐
慮
」

8
7
「
助
詞
名
実
賓
」

（
タ
）
「
因
指
見
其
月
」

8
8
「
迷
悟
相
依
成
」

8
9
「
仏
説
十
二
部
」

9
0
「
十
方
仏
土
中
」

9
1
「
此
有
一
顧
珠
」

9
2
「
記
得
荘
年
時
」

＼
…
　
9
3
「
自
白
馬
建
基
」

9
4
「
南
山
有
梧
桐
」

9
5
「
五
月
采
蓮
女
」

（
レ
）
「
寒
焼
探
撥
灰
」

＼

9
6
「
憶
得
酌
林
寺
」

×
9
7
「
自
涜
風
蕩
淳
」
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8
3
は
、
了
悟
し
な
い
た
め
に
永
遠
に
苦
し
み
続
け
る
三
界
子
に
対
し
て
、
諸

君
は
何
を
拠
り
所
と
す
る
の
か
、
と
い
う
呼
び
か
け
。
以
下
、
思
想
を
説
き
且

つ
勧
戒
の
意
を
込
め
た
詩
篇
が
並
ぶ
。
8
7
で
は
名
と
実
、
挿
入
さ
れ
る
（
タ
）
で

ほ
月
と
（
そ
れ
を
指
す
）
指
、
8
8
で
は
迷
・
悟
と
い
っ
た
区
別
が
、
そ
れ
ぞ
れ

相
対
的
な
観
念
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
拠
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
叙

9
3
で
は
「
吾
師
」
達
磨
酉
来
に
よ
っ
て
仏
法
の
本
質
が
伝
え
ら
れ
た
功
賃
を

訳
え
た
の
で
あ
る
が
、
9
4
以
下
は
、
そ
の
本
質
が
今
日
殆
ど
忘
れ
去
ら
れ
、
容

易
に
そ
れ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
痛
切
な
思
い
を
述
べ
る
。
9
4

は
、
「
白
雲
琴
」
の
音
は
響
き
わ
た
る
が
、
こ
の
音
を
聞
き
分
け
る
「
知
音
」

が
稀
で
あ
る
こ
と
が
恨
み
で
あ
る
、
と
い
う
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
琴
の

音
は
悟
境
の
寓
意
で
あ
る
。
9
6
は
か
つ
て
「
鶴
林
寺
」
で
の
雲
水
達
の
懸
命
の

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ラ

タ

修
行
ぶ
り
は
本
質
的
で
あ
り
「
古
仏
仝
こ
と
賞
賛
さ
れ
た
が
、
「
嗟
不
レ
可
二
役

レ
祝
J
と
慨
嘆
す
る
。
9
7
は
「
洩
風
（
軽
薄
な
風
俗
）
」
が
か
つ
て
の
人
心
の
淳



挟
さ
を
す
っ
か
り
吹
き
払
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
嘆
き
。
い
ず
れ
も
、
大
切

な
も
の
が
失
わ
れ
、
今
は
容
易
に
接
し
得
な
い
こ
と
へ
の
深
い
慨
嘆
と
い
う
点

で
共
通
す
る
。
9
5
は
李
白
の
「
採
蓬
曲
」
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
作
品
で
あ
る

が
、
あ
る
い
は
、
前
後
の
作
品
と
同
様
の
モ
チ
ー
フ
を
合
意
す
る
か
も
し
れ
な

ヽ

　

0

－
V㊥

×　×

1031021011009998

「
自
従
出
家
後
」

「
我
見
一
癖
洪
」

「
愛
有
一
顆
子
」

「
余
郷
有
兄
弟
」

「
丹
郎
当
路
日
」

「
伊
昔
勝
運
処
」

＼

×

103107106105104

「
鴬
巣
喬
木
放
」

「
無
欲
一
切
足
」

「
家
住
深
林
裡
」

「
作
尊
者
升
進
」

「
好
箇
柱
杖
子
」

⑳
の
詩
群
に
於
け
る
慨
嘆
の
情
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
、
浮
薄
な
世
間
人
の
あ

り
さ
ま
に
対
す
る
痛
臨
、
及
び
勧
戒
の
詩
が
並
ぶ
。
間
「
好
箇
痙
杖
子
」
の
み

内
容
が
異
な
る
が
、
こ
の
詩
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。

カ
　
フ
　
が
．
ヲ
　
ト

執
謂
我
詩
詩

テ

　

　

ノ

ザ

ル

コ

ト

ヲ

ニ

知
こ
我
詩
非
P
　
　
詩

ハ

　

ズ

　

レ

　

ニ

我
詩
非
こ
是
詩
一

メ
テ
　
シ
　
ェ
　
フ
　
ヲ

始
可
こ
与
言
ア
詩

1
0
9
詩
は
、
独
自
の
詩
作
の
姿
勢
の
表
明
で
あ
る
。
全
詩
作
を
総
括
す
る
が
如

き
そ
の
内
容
は
、
詩
集
を
締
め
く
く
る
に
極
め
て
効
果
的
で
あ
る
。

な
お
、
‖
0
・
m
詩
は
、
筆
跡
が
そ
れ
ま
で
と
は
や
や
異
な
り
、
い
く
ぷ
ん
小

さ
な
字
で
手
早
く
書
き
つ
け
て
あ
る
上
に
、
削
除
の
畏
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
川
詩
の
方
は
、
4
0
詩
の
直
前
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
こ

れ
ら
は
巻
末
の
余
白
を
利
用
し
て
書
付
け
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
排
列
上
の
意
味

は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
天
巻
の
巻
末
は
「
執
謂
攻
詩
詩
」
詩
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
　
『
草
堂
詩
集
（
天
・
地
）
』
の
構
造

良
寛
自
撰
詩
集
『
草
堂
詩
集
（
天
・
地
）
』
の
所
収
全
詩
篇
に
つ
い
て
、
排
列

と
詩
篇
の
内
容
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
個
々
の
詩
篇
の
内
容
に
従

っ
た
排
列
が
詩
集
全
体
に
亘
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

排
列
に
あ
た
っ
て
は
、
詩
篇
の
主
題
・
内
容
が
共
通
あ
る
い
は
関
連
す
る
作

品
を
、
睦
め
て
配
置
す
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
詩

篇
群
と
い
う
べ
き
ま
と
ま
り
を
、
排
列
に
従
っ
て
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

但
し
、
こ
の
ま
と
ま
り
は
、
あ
く
ま
で
、
排
列
さ
れ
た
詩
篇
の
内
容
か
ら
読
み

と
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
稿
本
上
に
、
都
立
の
よ
う
な
題
が
つ
い
て
い
る

の
で
な
い
こ
と
は
勿
論
の
事
、
そ
の
区
切
り
を
示
す
い
か
な
る
目
印
も
付
さ
れ

て
い
な
い
。

詩
篇
群
内
の
詩
篇
の
排
列
は
、
概
ね
、
相
接
す
る
前
後
の
詩
篇
と
の
内
容
上

の
関
わ
り
に
細
か
に
配
慮
し
た
あ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
①
◎
⑳
⑮
⑲

の
各
詩
斎
群
は
、
時
間
の
推
移
あ
る
い
は
場
面
の
展
開
に
沿
っ
て
排
列
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
煩
似
し
た
こ
と
は
、
陶
淵
明
の
一
部
の
連
作
詩
篇
に
お
い
て
も

（8）

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
『
草
堂
詩
集
（
天
・
地
）
』
の
所
収
詩
富
の
殆
ど
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は
、
最
初
か
ら
連
作
さ
れ
た
の
で
も
な
く
、
ま
た
一
定
の
部
立
に
従
っ
て
作
ら

れ
た
も
の
で
も
な
い
。
心
の
欲
す
る
ま
ま
に
折
々
に
詠
じ
ら
れ
た
も
の
が
、
再

構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
と
に
雑
詩
は
題
に
扱
わ
れ
な
い
自
由
な
詠
草
で
あ

り
、
こ
れ
を
集
め
た
上
で
、
内
容
に
従
っ
た
十
全
な
排
列
を
施
す
こ
と
は
多
少

の
無
理
を
伴
う
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
排
列
上
、
整
合
性
を

欠
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
部
分
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
稿
を
改
め
る
度
に
幾

度
に
も
大
幅
に
排
列
を
変
え
た
稿
本
が
書
か
れ
た
の
も
そ
う
し
た
事
情
に
よ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
詩
集
全
体
に
亘
っ
て
、
内
容
本
位
の
細
や
か
な
排
列
が
企
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
漢
詩
集
に
お
い
て
は
他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
う
し
た
排
列
の
工
夫
は
、
部
立
な
ど
の
明
示
を
一
切
せ
ず
、
い
か
に
も
目

立
た
な
い
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
排
列
に
従
っ
て
一
応
一
筋
を
順
に
読

ん
で
行
け
ば
、
自
ず
か
ら
作
者
の
託
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
連
続
す
る
詩
篇
と
の
関
わ
り
に
よ
り
、
個
々
の
詩
篇

の
主
題
が
よ
り
明
確
に
浮
か
び
上
が
り
、
或
い
は
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
強
く
印
象

づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

各
詩
篇
群
の
順
が
い
か
に
し
て
決
め
ら
れ
た
か
、
ま
た
、
そ
の
順
序
に
い
か

な
る
意
味
が
存
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
草
堂
詩
集
（
天
・
地
）
』

に
先
立
つ
軍
稿
本
で
あ
り
、
『
草
堂
詩
集
（
天
・
地
）
』
と
は
排
列
が
大
き
く
異

な
る
『
貫
華
』
・
『
人
巻
』
等
と
の
比
較
検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

お
わ
日
ソ
に

本
稿
で
提
示
し
た
二
十
二
の
詩
篇
群
の
区
分
は
、
一
つ
の
素
描
的
な
試
み
に

過
ぎ
な
い
。
排
列
に
則
し
た
一
篇
一
筋
の
詩
の
関
わ
り
に
は
、
作
者
の
教
組
な

意
識
の
働
き
が
読
み
と
れ
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解

明
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
寛
が
そ
の
完
成
に
心
血
を
注
い
だ
は
ず
の
白

旗
詩
集
『
草
堂
詩
集
』
を
一
個
の
作
品
と
し
て
見
る
こ
と
が
、
は
じ
め
て
可
能

と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

差
迫
に
、
個
々
の
詩
茄
の
解
釈
に
あ
た
り
、
作
者
の
表
現
意
図
に
忠
実
で
一

ぁ
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
詩
篇
が
自
撰
詩
集
の
中
で
い
か
な
る
排
列
上
の
　
5
1

位
定
を
占
め
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
の
吟
味
が
不
可
欠
と
な
ろ
う
。
　
　
　
　
一

引
続
き
、
考
究
に
努
め
た
い
。

注

（
1
）
　
「
良
寛
自
筆
詩
集
に
お
け
る
編
集
意
識
　
－
　
『
草
堂
詩
集
』
を
中
心
に

ー
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
三
巻
　
平
成
五
年
二
万
）

（
2
）
　
各
自
挟
詩
集
稿
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
良
寛
詩
集
系
統
序
論

（
上
）
－
－
自
筆
稿
本
『
草
堂
詩
集
』
に
つ
い
て
　
ー
」
（
『
国
文
学
致
』
　
二
一

五
号
　
平
成
二
年
三
月
）
　
「
良
寛
詩
集
系
統
序
論
　
（
中
）
－
－
督
華
系
テ

キ
ス
ト
・
流
布
本
系
テ
キ
ス
ト
と
『
草
堂
詩
集
』
と
の
関
係
　
－
」
（
『
国



文
学
致
』
〓
元
号
　
平
成
三
年
三
月
）
　
「
良
寛
詩
集
系
統
序
論
　
（
下
）

1
二
系
統
の
流
布
本
に
つ
い
て
　
ー
」
（
『
国
文
学
致
』
　
二
二
五
号
　
平

成
四
年
九
月
）
を
御
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
3
）
　
昭
和
四
六
年
五
月
・
八
月
、
墨
美
社
刊
。

（
4
）
　
霊
照
女
は
疏
居
士
の
娘
。
渡
唐
の
天
神
は
入
矢
注
に
よ
れ
ば
、
「
菅
原

道
真
の
神
格
化
と
天
神
信
仰
の
流
布
に
伴
い
、
鎌
倉
期
か
ら
禅
僧
の
問

で
、
そ
の
画
像
を
宋
元
画
の
様
式
で
描
く
こ
と
が
始
ま
っ
た
。
唐
服
を
つ

け
梅
の
小
枝
を
手
に
す
る
。
」
と
い
う
。
（
入
矢
義
高
『
日
本
の
禅
語
録
二

〇
　
良
寛
』
昭
和
五
三
年
　
講
談
社
）

（
5
）
　
ち
な
み
に
こ
の
詩
の
第
五
～
七
旬
の
推
壁
前
は
「
鉢
香
圏
甜
飯
、
心
拙

矧
柑
栄
、
従
事
鋤
矧
跡
」
で
あ
る
。

（
6
）
　
2
4
・
2
5
は
地
巻
の
方
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
2
6
は
流
布
本
に

お
け
る
入
集
状
況
か
ら
み
て
、
削
除
が
取
り
消
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
7
）
　
（
1
）
に
同
じ
。

（
8
）
　
都
留
春
雄
・
釜
谷
武
志
著
『
陶
淵
明
』
＜
鑑
賞
　
中
国
の
古
典
二
二
＞

（
昭
和
六
三
年
　
角
川
書
店
）

附
記
　
本
稿
は
、
平
成
元
年
一
月
提
出
の
修
士
論
文
で
の
着
想
を
も
と
に
し
て

い
る
。
修
士
論
文
以
来
、
格
別
の
厳
し
く
ま
た
温
か
い
御
指
導
・
御
鞭
箆

を
頂
い
て
い
る
米
谷
最
先
生
の
御
恩
に
対
し
、
衷
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
先
生
の
益
々
の
御
壮
健
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

－
　
広
島
大
学
文
学
部
助
手
1
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